
平成 24年 12月 3日（月）－人権週間 絵本「となりのたぬき」から－

毎年１２月４日から１２月１０日までが「人権週間」です。人権についてみんな

で考えてみましょうという一週間です。

今年の人権の啓発活動重点目標は、「みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう

相手の気持ち 育てよう思いやりの心～」です。

そこで、今日は、人権週間にあたり、絵本「となりのたぬき」の読み聞かせをし

ます。ただ、今日は、話を聞くだけでなく、プリントを用意しましたので、教室の

戻ってから、プリントの質問を読んで、自分の考えを書いてください。

では、読みます。

となりのたぬき（せな けいこ作／絵）

「ぼくは となりの たぬきが きらいだ。だいっきらい」

この あいだも…

「へん、いじわる うさぎ」

「ふん、いばりや たぬき」

ぽかぽか ぎゃーつ きーつ やったなー

「ふん、あいつは こぶが ふたつ。ぼくは みっつ」

「だから たぬきは だいっきらいだ」

「あの たぬき、ぽかぽかに なぐって こぶだらけにしたい どこか とおくへ

ぶっとばしたい」

「きらい きらい だいっきらい」

それを きいていた おそらの おつきさまが

「これこれ うさぎ、どうして そんなに たぬきを きらう」

そこで うさぎは たぬきが いつも とっても いじわるだと せつめいをしま

した。

「そうか そうか。それなら わたしが たぬきをぽかぽかになぐって こぶだら

けにしよう。ぺちゃんこにして おせんべいにしよう。どこは とおくへ ぶっと

ばしてしまおう。そのかわり ひとつ やくそくをしておくれ。 ひとつきのあい

だ たぬきに うんと しんせつに してやるることが できるかな。それが で

きれば、わたしも ちゃんと やくそくを まもるよ」

つぎのあさー

「やあ、たぬきくん おはよう」

「ちらかっているから そうじしてあげよう」

「おだんご かってきたから たべたまえ」



「えっ」

たぬきは いばって いろんなことを めいれいしましたが、うさぎは たった

ひとつきだけだから

「はい はい」

と なんでも してやりました。

そのうちー

「うーん、 あの うさぎって あんがい いいやつだったんだ。しらなかったな

あ」

「おーい うさぎ、あまえが くると おもって おいも やいといたよ」

「えっ」

「これ ちいさくなったんだ。 よかったら つかってくれ」

「えっ それ ぼくに くれるの」

「おーい うさぎさん、おみやげ かってきたよ。きにいるといいなあ」

「えっ どうしよう」

「ふーん」

「そうかー」

「あの うさぎ ほんとは いいやつなんだ。あいつのためなら ぼくは なんで

もするよ」

「あー ぼくは おつきさまに とんでもないことを たのんでしまった。どうし

よう。どうしよう。ちょうど ひとつき たっちゃった」

「さあ やくそくだよ。 たぬきを やっつけてあげよう。ぽかぽか なぐって

こぶだらけにするか。ぺちゃんこの おせんべいにするか。 それとも どこか

とおくへ ぶっとばそうか」

「やめてくださーい」

これで、物語が終わっています。では質問です。最後にうさぎが「やめてくださ

ーい」とお月様にお願いをして終わりました。

◎ なぜ、うさぎは 「やめてくださーい」とおつきさまにおねがいをしましたか。

◎ あなたが おつきさまだったら、そのあと どうしますか。

◎ それは なぜですか。

この３つの質問について、あなたの考えを教室でプリントに書いて、みてくださ

い。

これで終わります。


